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Ⅰ 平成31年度北海道開発予算 概算要求の基本的考え方 

 

 

北海道開発は、北海道の資源・特性を活かして我が国の課題の解決に貢献することに

基本的意義があり、国が策定するビジョンである北海道総合開発計画に基づき推進してい

る。 

 

現在は、第８期北海道総合開発計画（平成 28 年３月 29 日閣議決定）に基づき、「世界

の北海道」を目指して、北海道の強みである「食」と「観光」を戦略的産業として位置付

け、食と観光を担う「生産空間」を支えていくため、我が国の経済成長を支える北海道の

戦略的産業の振興や、近年頻発・激甚化している大規模災害に対応し得る北海道の国土強

靱化等の分野に重点化し、ストック効果が最大限発揮されるよう、安定的・持続的な社会

資本整備を推進していく必要がある。 

 

また、アイヌ文化の復興等のナショナルセンターとなる民族共生象徴空間については、

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に先立ち、平成 32 年４月に一般公開

することから、年間100万人の来場者実現に向けて、国立民族共生公園及び慰霊施設の整

備や開業準備に万全を期す必要がある。 

 

平成31年度北海道開発予算の概算要求に当たっては、こうした要請に応えるため、「経

済財政運営と改革の基本方針 2018」、「未来投資戦略 2018」（平成 30 年６月 15 日閣議決

定）、第８期北海道総合開発計画等を踏まえ、所要の予算を要求する。 

 

要求に当たっては、「食料供給基地としての持続的発展」、「『観光先進国』実現を

リードする世界水準の観光地の形成」及び「強靱な国土づくりと安全・安心な社会基盤の

形成」を推進するための社会資本整備等を北海道開発の重点事項として、予算の一括計 

上 １の下で更なる重点化や効率化を図る。 

 

 

平成31年度北海道開発予算 総額６，６４０億円（対前年度 １．２０倍） 

〔内 訳 ２〕 

北海道開発事業費（一般公共事業費） ６，５２７億円（  同   １．２０倍） 

行政経費等 １１２億円（  同   １．０８倍） 

                         
＊１ 北海道に係る公共事業費については、農林水産省、厚生労働省及び環境省所管事業関係予算も含めて、国土交通省

北海道局が予算要求を行い、一括して予算計上している。 
＊２ 四捨五入の関係で合計と内訳は一致しない。 
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Ⅱ 平成31年度北海道開発予算 概算要求の概要 

 

１ 北海道開発の重点事項 

（１）食料供給基地としての持続的発展 

人口減少・高齢化、世界の食料需要の大幅な増加や気候変動による供給制約リスク

に対応し、我が国の食料供給基地としての持続的発展を目指すため、農林水産業の生

産基盤の強化を行い、食料供給力の確保・向上を図る。また、北海道の「食」の高付

加価値化及び国際競争力強化を図るとともに、それらを支える道路、港湾、空港によ

る物流ネットワークの整備を推進する。 

 

（２）「観光先進国」実現をリードする世界水準の観光地の形成 

我が国の「観光先進国」実現をリードするため、急増する外国人旅行者の受入を可

能とするゲートウェイ機能の強化、観光地への交通アクセスの円滑化を進めるととも

に、道内各地の観光資源の魅力発信を支援することにより、世界水準の観光地の形成

に取り組む。 

 

（３）強靱な国土づくりと安全・安心な社会基盤の形成 

安全・安心の確保は経済社会活動の基盤であり、大規模災害に対する懸念が顕在化

していることから、防災・減災対策の推進により自然災害による被害の最小化を図る

とともに、我が国全体の国土強靱化に貢献する。特に、平成 28 年８月の台風被害の再

度災害防止に向けた対策等を推進する。また、社会資本の老朽化等に対応するため、

社会資本の戦略的な維持管理・更新を推進する。 

 

（優先課題推進枠に係る要望） 

「平成 31 年度予算の概算要求に当たっての基本的な方針について」（平成 30 年７月

10 日閣議了解）に規定された「新しい日本のための優先課題推進枠」について、所要

の予算を要望する。 １，３９０億円 

 

（北海道総合開発計画の効果的な推進） 

北海道総合開発計画の効果的な推進を図るため、北海道特定特別総合開発事業推進

費による公共事業の機動的な調整や、北海道開発計画推進等経費による調査を実施す

る。 

推進費では、「生産空間の維持・発展」、「国土強靱化」及び「北方領土隣接地域

における魅力ある地域社会の形成」に係る事業を重点的に推進する。 

計画推進等経費では、「食」のワンストップ輸出実現に向けた調査等、北海道内各地

域の個性・ポテンシャルを活かした我が国の課題解決に資する調査を実施する。 
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北方領土隣接地域： 

根室市、別海町、中標津町、標津町、

羅臼町（１市４町） 

歯舞群島 

色丹島 

択捉島 
国後島 

根室市 

別海町 

中標津町 
標津町 

羅臼町 

２ アイヌ施策の推進 

内閣官房長官が主宰する「アイヌ政策推進会議」及びその下に設置された政策推進

作業部会での議論等を踏まえ、アイヌの伝統等に関する国民に対する知識の普及啓発

を図るための施策を一層推進する。 

「アイヌ文化の復興等を促進するための民族共生象徴空間の整備及び管理運営に関

する基本方針について」(平成26年６月13日閣議決定、平成29年６月27日一部変更)

等に基づき、民族共生象徴空間については、2020 年東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会に先立ち、平成 32 年４月に一般公開することから、年間 100 万人の来場者

実現に向けて、国立民族共生公園及び慰霊施設を整備するとともに、多彩なプログラ

ムの運営準備、プロモーションの充実・強化等、開業準備を加速する。 

 

３ 北方領土隣接地域振興対策 

「北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する法律」（昭和57年法律第85

号）に基づき北海道が作成した第８期振興計画（計画期間：平成 30～34 年度）の趣旨

を踏まえ、北方領土隣接地域における魅力ある地域社会を形成するため、ハード施策

とその活用を図るためのソフト施策が一体となった取組を重点的に推進する。 

同法については、平成 30 年７月、特定共同経済活動の定義や北方領土隣接地域振興

等基金の取崩しの規定等を追加する改正がなされた。 
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Ⅲ　平成31年度北海道開発予算 概算要求・要望額総括表

（単位：百万円）
平 成 31 年 度 前 年 度

概算要求･要望額 予 算 額

（A） （B） （A)／(B）

802,890][   180,621][  663,140][   1.21][   ＊

Ⅰ 652,726 138,272 544,687 1.20

1 111,092 24,480 93,994 1.18
103,117 22,373 87,604 1.18

7,377 2,107 5,887 1.25
598 0 503 1.19

2 233,194 44,761 196,382 1.19

3 36,455 1,341 32,951 1.11
17,837 1,341 17,020 1.05
18,618 0 15,931 1.17

4 27,602 1,225 22,337 1.24
27,602 1,225 22,337 1.24
26,553 1,225 21,452 1.24
1,049 0 885 1.19

5 6,958 1,972 5,085 1.37
1,758 439 1,154 1.52
1,730 432 1,442 1.20
3,470 1,101 2,489 1.39

6 143,648 40,053 116,100 1.24
94,080 24,595 76,678 1.23
8,464 4,579 5,555 1.52

28,403 7,704 23,283 1.22
12,701 3,175 10,584 1.20

7 88,445 23,107 73,395 1.21
42,499 10,844 35,269 1.20
45,946 12,263 38,126 1.21

8 5,332 1,333 4,443 1.20

Ⅱ 25 0 16 1.61

Ⅲ 93 23 78 1.20

Ⅳ 100 0 100 1.00

Ⅴ 853 749 609 1.40

Ⅵ 10,152 0 9,560 1.06

663,950 139,044 555,050 1.20

＊上段［　］書は総事業費である。なお、推進費等に係る事業費は含まれていない。

（注）１　北海道開発予算におけるアイヌ政策に関する経費は、アイヌ伝統等普及啓発等経費のほか、国立民族共生公園等の整備に要する

　　　　経費を含めた3,655百万円（1.74倍）である。

　　　２　本表のほか、北海道開発の推進のための研究開発に要する経費がある（（国研）土木研究所経費　9,259百万円の内数）。

　　　３　四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

倍   率
備　 考 うち「新しい日本のた

　　　 めの優先課題推
　　　 進枠」

北 海 道 開 発 事 業 費

治 山 治 水

事 項

治 水

治 山

海 岸

道 路 整 備

港 湾 空 港 鉄 道 等

港 湾

公 園 水 道 廃 棄 物 処 理 等

水 道

廃 棄 物 処 理

国 営 公 園 等

農 林 水 産 基 盤 整 備

空 港

住 宅 都 市 環 境 整 備

都 市 環 境 整 備

道 路 環 境 整 備

都 市 水 環 境 整 備

農 業 農 村 整 備

森 林 整 備

水 産 基 盤 整 備

農 山 漁 村 地 域 整 備

社 会 資 本 総 合 整 備

推 進 費 等

社会資本整備総合交付金

防 災 ・ 安 全 交 付 金

北海道災害復旧事業等工事諸費

北 海 道 開 発 計 画 推 進 等 経 費

北方領土隣接地域振興等経費

アイヌ伝統等普及啓発等経費

そ の 他 一 般 行 政 費 等

合 計

― 4 ―

< 5 >



１ 食料供給基地としての持続的発展及び世界水準の観光地の形成を目指す
地域社会の形成

（１）北海道型地域構造の保持・形成に向けた定住・交流環境の維持増進

三層の機能分担とネットワークで、
住み続けられる環境を維持・創出

■生産空間
主として農業、漁業に係る生産を
支え、観光資源を提供する空間

■地方部の市街地
一定程度の生活サービス機能を
提供する地域

■圏域中心都市
医療、教育・文化、商業等の
都市機能・生活機能を提供

全国よりも10年先んじて人口減少や高齢化が進展する中、北海道の強みである「食」
や「観光」等を担う「生産空間」を維持・発展させる施策を推進する。

北海道型地域構造のイメージ：三層から成る「基礎圏域」

・広域分散型の地域構造を支える道路ネットワーク等の形成
北海道内外の人流や物流の拡大、地域・拠点間の連携を確保するため、高規格幹
線道路等のネットワークの構築を推進する。

平成31年度の主な事業等

定住・交流環境の維持増進に向けた取組

・安心して暮らせる魅力的なまちづくり
基礎圏域を支える都市機能・生活機能の維持・強化を図るため、医療、教育・文
化、商業等の集積、にぎわい空間の創出等による魅力的な街並み形成を促進する。

・「生産空間」の生活を支える「道の駅」の活用・充実
北海道の地方部に広域に分散している「生産空間」を維持するために、「道の駅」
を地域の拠点として活用した取組を推進する。

北海道型地域構造の保持・形成に向けた仕組みづくり

北海道型地域構造の保持・形成のため、モデル的な圏域における検討結果を活用し、
北海道内の他の地域において同様の取組を展開するとともに、生産空間を維持するに
当たっての喫緊の課題である物流の効率化、安定化に向けた仕組みづくりを行う。

Ⅳ 第８期北海道総合開発計画推進のための主な事業等
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生産空間

・高規格幹線道路等のネットワークの構築
・都市間バス、路線バス、コミュニティ交通の結節
点として「道の駅」を活用

「生産空間」において日常生活の目的を果たすため
市街地や圏域中心都市への移動が必要不可欠

道路ネットワークの形成・交通結節点機能の強化

生活利便性向上

・日常生活の利便性を向上するため「道の駅」を活用

「生産空間」では住民が必要とするサービス施設が
減少

地方部の市街地

生産空間

生産空間

圏域中心都市

スーパー

スーパー

○○市役所

G.S

G.S

○○小学校

スーパー

○○
市役
所

○○
市役
所

G.S

スーパー

○○産
婦人科

○○高
校

○○産婦人科○○高校

圏域中心都市
スーパー

スーパー

○○市役所

G.S

G.S

○○小学校

スーパー

○○
市役
所

○○
市役
所

G.S

スーパー

○○産婦
人科

○○
高校

○○産婦人科○○高校

IC

IC

IC

診療所

公務所

デイケア

教育

健康増進

生活機能の立地

・空き家対策の推進
居住環境の整備改善、地域活性化を図るため、空き家の地域交流施設等への改修
等について支援を行う。

北海道新幹線の札幌延伸を見据えた取組の推進
札幌延伸に係る工事の円滑な実施に向けた取組（道路交差箇所協議の迅速化等）や、
新幹線の整備効果を北海道内広域に波及させるため東北地方との連携等の取組を推進
する。

○○産婦人科○○高校

○○高校 ○○産婦人科

定住・交流環境の維持増進のイメージ

くつがた かふか

・離島交通の安定的確保（鴛泊港、沓形港、香深港等）
離島における定期フェリー航路等の安定化により、交通機能の確保を図るため、
港湾施設等の整備を推進する。

おしどまり

・「みなとオアシス」の活用を通じた地域活性化
地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化のため、官民連携の促進等に
より「みなとオアシス」の拠点機能の強化を図る。

・水道施設の整備
安全・安心な水道用水の広域的な安定供給を図るため、高度浄水施設の整備、簡
易水道の統合、水道施設の計画的な更新や耐震化等を促進する。

交通結節点として「道の駅」を活用

バス停

待合所
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（２）北海道の価値創造力の強化に向けた多様な人材の確保・対流の促進

平成31年度の主な事業等

北海道価値創造パートナーシップ活動

【取組の概要】

 積雪寒冷地におけるインフラ整備等に関する技術の展開
国・国立研究開発法人・大学・民間等の各主体が一層の連携を図り、生産性向上、国
際競争力強化、国民の安全確保等に資する積雪寒冷地に対応した技術研究開発を推進
するとともに、新技術の活用や北海道の特性を活かした全国画一ではない先進的・実
験的取組を実践する。

ニセコ地域は、周囲を豊かな自然に恵まれたリゾート地であり、冬季は世界有数のスキーリゾート、夏季はラフティングなど
魅力溢れる観光資源が充実しており、国内外から多くの観光客が、新千歳空港、小樽港及び札幌市を経由して訪れている。

倶知安余市道路の整備によりニセコ地域への移動時間の短縮、走行の安全性及び快適性の向上が図られ、さらに多くの観光客
の入込が期待される。

いずみさと
倶知安余市道路（倶知安～余市間）整備のストック効果

くっちゃん よいちくっちゃん よいち

外部の
視点等

「世界の北海道」の発信

北海道の新たな価値を創造

全道的な
パートナーシップ会議

多様な
協力人材

先行する
地域づくり
の取組

連携・
交流

連携・交流

（テーマ別の課題解決に向けた取組）

テーマ別のパートナーシップ活動

9.8
15.6

22.5
28.3

38
46.2

11.6

17.1
24.9

31.7

44.1

55.9

0

10

20

30

40

50

60

H18 H20 H22 H24 H26 H28

▼ニセコ観光圏※の訪日外国人宿泊客数の
推移（延人数）

世界有数のスキーリゾート

ニセコ地域の魅力溢れる観光資源

▼ニセコ観光圏※の宿泊施設数の推移

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査

(分)

後志自動車道
（倶知安～小樽）

未整備

後志自動車道
（倶知安～小樽）

整備後

余市町

▼新千歳空港からの所要時間が２時間以内に

101分
132分 148分

80分
103分 114分

新千歳空港 共和町 倶知安町

新千歳空港 余市町 共和町 倶知安町
0 50 100 150

倶知安町まで
約３５分短縮

多様なアクティビティ

※ ニセコ観光圏：ニセコ町、倶知安町、蘭越町

26

228

299 315
360

431

0

100

200

300

400

500

H18 H20 H22 H24 H26 H28

10年間で約17倍
受入環境の整備が促進

出典：後志総合振興局

■年間 うち冬期（１２〜２⽉）

10年間で約5倍
55.9万人･泊に増加

出典：北海道観光入込客数調査報告書（北海道）

（万人・泊）

○様々なテーマに関するパートナーシップ
活動の展開

・「食」（「食」のワンストップ輸出実現等）、
「観光」（世界水準の観光地の形成に向けた
セミナー等）といったテーマ別の課題解決に
向けた取組を展開

 「北海道価値創造パートナーシップ活動」の展開

「世界の北海道」の実現に向けて、多様な人材の緩やかな「つながり」とコミュニ
ケーションの「ひろがり」を促進し、地域づくり人材の充実を図る「北海道価値創造
パートナーシップ活動」を展開する。

○全道的なパートナーシップ活動の展開
・道内外の地域づくり活動者、有識者等を招き
「北海道価値創造パートナーシップ会議」を
開催するなど、地域づくり人材の交流の場の
創出や多様な協力人材の発掘・ネットワーク
づくりを促進

H30年度
開通予定

余市～小樽
（NEXCO）

L=23.3km

倶知安余市道路

L=39.1km

小樽港

小樽市

赤井川村

京極町

喜茂別町

留寿都村

真狩村
ニセコ町

倶知安町
蘭越町

尻別川

黒松内町

岩内町

泊村

神恵内村

積丹町

古平町

仁木町

余市町

石狩市

札幌北IC

千歳IC

新千歳空港

共和町

小樽IC

札幌市

ニセコ
地域
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（３）北方領土隣接地域の安定振興等

平成31年度の主な事業等

（４）アイヌ文化の振興等

平成31年度の主な事業等

北方領土隣接地域の安定振興対策の推進
第８期振興計画を踏まえ、北方領土隣接地域における魅力ある地域社会を形成するた
め、社会資本整備を推進するとともに、北方領土隣接地域振興等事業推進費補助金等
により基幹産業の付加価値向上や観光振興等の取組を支援する。

「民族共生象徴空間」の具体化

民族共生象徴空間は、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に先立ち、
平成32年４月に一般公開することから、年間100万人の来場者実現に向けて、国立民
族共生公園及び慰霊施設を整備するとともに、多彩なプログラムの運営準備、プロ
モーションの充実・強化等、開業準備を加速する。

アイヌの伝統等に関する普及啓発の推進
（公財）アイヌ民族文化財団が行う事業を通じて国民の関心や理解を促進するための
施策を一層推進する。

２ 食料供給基地としての持続的発展

平成31年度の主な事業等

農業水利施設の保全・更新
農業水利施設の計画的な保全・更新等により、施設の長寿命化・耐震化や排水機能の
強化を推進し、農業の生産力の維持・確保と地域の防災・減災力の向上を図る。

農地の整備
農地の大区画化・汎用化、排水改良等の農地整備と合わせて、ＩＣＴや地下水位制御
システム等の新たな技術の導入、作業受託組織の活用等を図ることにより、省力化や
低コスト化、農業収益力の向上を推進し、地域農業の振興を図る。

農業収益力の向上と地域農業の振興

農地再編整備により 地域農業の振興を下支え

【整備後】大区画化、排水改良したほ場【整備前】小区画不整形、排水不良のほ場

１区画当たり0.3～0.5ha １区画当たり1.5～2.3ha

S：7%

M：2%

M：16%

L：14%

L：53%

L大：54%

L大：21%

2L：30%

2L：3%

0 20 40 60 80 100

整備後

整備前

S M L L大 2L

たまねぎの規格の変化

13,390 

21,228 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

整備前（H19） 整備後（H28）

（千円）
戸当り平均農業粗収益の変化

※北海道開発局調べ（Ｆ地区事例）

＜新たな技術の導入による更なる効率化＞ ＜地域農業の新たな展開を実現＞

高収益作物の作付拡大

水位設定
水甲

作
土
層

給水栓

用水路

排水路

分水栓

暗渠

省力化で品目拡大した担い手（ミニトマト）

スマート農業の推進

地下水位制御システム

ＧＰＳシステム搭載の
無人トラクター

ＩＣＴを活用した自動給水栓

地下かんがいによる省力化・品質向上

メロン たまねぎ

※北海道開発局調べ（Ｆ地区事例）
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53 56 45 53 38 53 51 52

7 14 26

104

31
45 55 5760

70 71

157

69

98 106 109

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
(予定)

外国船

日本船

係船柱

防舷材

３ 「観光先進国」実現をリードする世界水準の観光地の形成

平成31年度の主な事業等

国内外の航空ネットワーク強化（新千歳空港、函館空港等）
北海道のインバウンド観光の更なる振興に対応すべく、新千歳空港の機能強化を図る
とともに、北海道内空港の有効活用に資する空港施設の整備を推進する。

新千歳空港の機能強化
新千歳空港における国際線旅客数の急激な増加に対応するため、航空機動線の変更等
によって空港の処理能力を向上させ、訪日外国人旅行者受入機能の強化を図る。

新千歳空港の機能強化

国際線エプロン(駐機場)の混雑状況国際線出発口の混雑状況

新千歳空港（現況）

南側誘導路新設による国際線動線変更
（混雑緩和と地上走行距離の軽減）

国際線ターミナルビル

国内線ターミナルビル

滑走路

滑走路A
B

ターミナルビル拡張による
旅客処理能力向上 エプロン拡張における

スポット容量拡大

出典：法務省 「出入国管理統計」

新千歳空港の外国人入国者数の推移

クルーズ船の受入環境の整備（函館港、小樽港）
増加するクルーズ需要やクルーズ船の大型化に対応するため、既存岸壁を活用した受
入環境の整備を推進する。

大型クルーズ船に対応した係船柱※１・防舷材※２の設置

クルーズ船の受入環境の整備

係船柱

５年で約４倍に増加
（万人）

北海道へのクルーズ船寄港回数の推移

小樽港から発着した
定点クルーズを実施

回

外国人観光客でにぎわう
函館朝市

着物着付けの「おもてなし」

稚内港に寄港するクルーズ船

出典：北海道クルーズ振興協議会

※１ 係船柱：係船用の綱をかけるため、埠頭上に設ける直柱又は曲柱。
※２ 防舷材：船の舷側の接触衝撃を防ぐために、岸壁等に取り付けられるもの。
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４ 強靱な国土づくりと安全・安心な社会基盤の形成

（１）激甚化・多様化する災害への対応と安全・安心な社会基盤の形成

根幹的な治水対策の推進（石狩川、十勝川、天塩川等）
気候変動等に伴う水害・土砂災害の頻発・激甚化への備えや甚大な被害が発生した地
域の再度災害防止等のため、石狩川、十勝川等の洪水氾濫を未然に防ぐための河川改
修、土砂災害や流木被害、火山噴火時の被害を軽減する砂防施設の整備を推進すると
ともに、平成31年度に完成予定の千歳川遊水地群や本体工事を実施中の幾春別川総合
開発事業、沙流川総合開発事業等のダム事業を重点的に実施する。

大規模水害・土砂災害に備えた根幹的な治水対策

河川空間を活用したツーリズムの推進（「かわたび北海道」プロジェクト）
世界水準の観光地の形成を目指し、四季折々の川の自然環境や景観、水辺活動やサイ
クリング環境等、河川空間が有するポテンシャルを活用したツーリズムを推進する。
具体的には、川に関する情報を効果的に発信し、住民や観光客の水辺利用や周遊のサ
ポート、各地域・分野の関係者間のネットワーク強化による水辺利活用に係るニーズ
の発掘・マッチングの促進、地域と連携した魅力的な水辺空間の創出等により、地域
づくり・観光振興に貢献する「かわたび北海道」プロジェクトを全道的に推進する。

「かわたび北海道」プロジェクト

平成31年度の主な事業等

千歳川

「かわたび北海道」の主な取組事例

天塩川での探検をきっかけに松浦武四郎が北海道と命名して
から150年となる平成30年を契機として、川を軸とした地域づ
くり、観光振興の取組を拡大

●ＨＰの立ち上げ

かわたびほっかいどう 検索

●かわたびコーディネーターの派遣

地域づくりの知見を有する方を「かわ
たびコーディネーター」として地域へ試
験的に派遣

各種情報を集約するとともに、ＳＮＳ
等を活用した関連情報を発信

●公共施設見学ツアー

ダムなどの公共施設見学ツアーを開催し、
地域や施設概要などについて、参加者へＰＲ

新桂沢ダム 見学ツアーかわたびコーディネーター会議

○主なコンテンツ
【イベント情報】
【ジャンルで探す】
・見る・撮影する
・まなぶ・知る
・あそぶ・体験する
・味わう・買う

【川とエリアで探す】

○千歳川遊水地群

千歳川流域治水対策
として、堤防整備や
河道掘削とともに、
遊水地群の整備を推
進

工事中の新桂沢ダム（三笠市）

○新桂沢ダム
石狩川、幾春別川の
洪水被害の軽減、水
道用水の供給、発電
等のため建設を推進

根志越遊水地（千歳市）

十勝川水系戸蔦別川第２号砂防堰堤（帯広市）

○土砂災害対策
土砂災害や流木被害
の発生に備え、砂防
堰堤や流路拡幅等の
整備を推進

周囲堤盛土

越流堤

排水門

千歳川

○火山噴火対策
火山噴火の発生に備
え、火山泥流による
被害の防止・軽減の
ための砂防堰堤等の
整備を推進

樽前山覚生川２号砂防堰堤（苫小牧市）
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平成26年８月雨竜川洪水状況（そば畑の浸水） かさ上げ予定の雨竜第２ダム

既設ダムの有効活用について、国土交通省生産性革命プロジェクトの一つである「ダム再生」の取
組をより一層推進するため、「ダム再生ビジョン」策定（平成29年６月）後、初の新規事業として平
成30年度から「雨竜川ダム再生事業」の実施計画調査に着手

ダム再生の推進～雨竜川ダム再生事業～

平成28年８月、観測史上初めて北海道に４つの台風が上陸・接近し、十勝川や常呂川等では堤防決
壊による氾濫等が発生した。これにより、市街地や農地、道路や鉄道等が甚大な被害を受けた。国内
最大の食料供給基地における被害は、農産物の価格高騰など全国にも影響を及ぼした。

平成28年８月北海道台風災害における全国への影響

出典：農林水産省「作物統計」（平成28年）

北海道産農産物の全国シェア

【事例】北海道産農
産物の全国シェアと
全国への影響

・北海道には全国
シェアの過半数
を占める農作物
が多数あり、災
害の発生によっ
て全国の価格が
高騰するなど影
響が大きい。

全国への影響

0
50
100
150
200
250
300
350
400

1 6 11 16 21 26 31 5 10 15 20 25 30
８月 ９月

Ｈ２７にんじん価格

Ｈ２８にんじん価格

Ｈ28災害
発生

Ｈ27価格

約
２
倍

出典：農林水産省 「青果物卸売市場調査」（日別）

全国主要卸売市場のにんじん価格の推移
（Ｈ27－Ｈ28比較）

円
／
㎏

平成30年７月の水害の概要

平成30年７月、梅雨がないと言われる北海道において、停滞する前線や台風第７号から変わった温
帯低気圧の接近に伴い空知・上川・留萌地方で大雨となり、中小河川を始め石狩川や雨竜川等での洪
水氾濫等により、浸水家屋数133戸、浸水面積約480haの被害が発生

ペーパン川の浸水状況（旭川市東旭川町）石狩川の浸水状況（深川市納内）

小 麦 大 豆 ばれいしょ

小 豆たまねぎ秋にんじん

52万t
(66％)

８万t
(35％) 172万t

(78％)

14万t
(89％)

84万t
(68％)

2.7万t
(92％)

全国生産79万t 全国生産24万t 全国生産220万t

全国生産3万t全国生産124万t全国生産16万t
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北海道緊急治水対策プロジェクトの推進等
平成28年８月の一連の台風災害を踏まえて平成28年12月に策定された、関係機関が連
携したハード・ソフトが一体となった緊急的な治水対策「北海道緊急治水対策プロ
ジェクト」を推進し、ハード対策については平成31年度に完了させる。
また、平成29年７月九州北部豪雨を始めとする近年の中小河川での甚大な被害を踏ま
えて策定された「中小河川緊急治水対策プロジェクト」を推進する。

■ハード対策
災害復旧に加え、再度災害防止を目的とした本格的な堤防整備や河道掘削等を平成31年度を目

途に緊急的・集中的に実施

北海道緊急治水対策プロジェクト

農地復旧状況

災害復旧状況
【事例】十勝川水系札内川の復旧状況 【事例】石狩川水系空知川の復旧状況

■ソフト対策
住民の避難を促すソフト対策を関係機関と連携して実施
一級水系の国管理区間のほか、一級水系の北海道管理区間及び二級水系においても、水防法に

基づく関係機関からなる「大規模氾濫減災協議会」を設置し、取組を推進

【事例】十勝川水系戸蔦別川の掘削土砂を利用した農地の復旧

農地の土壌流出については、河川の掘削土砂を運搬・提供し、平成30年７月に完了
土壌が流出した全ての農地で作付けが可能となる見込み

河道掘削 農地へ運搬

復旧前（平成29年５月) 復旧後（平成29年11月）
秋まき小麦作付状況

平成28年８月の激甚災害を踏まえた取組

平成28年８月の激甚災害を踏まえ、北海道開発局と北海道は有識者からなる「平成28年８月北
海道大雨激甚災害を踏まえた水防災対策検討委員会」を設置。検討委員会の報告書を踏まえた北
海道開発局におけるこれまでの主な取組は以下のとおり。

１．気候変動を考慮した治水対策
・『北海道地方における気候変動予測技術検討委員会』を設置
し、気候変動の影響（降雨量、洪水量）を予測し、リスクを
評価（平成30年３月）

２．ハード対策とソフト対策の総動員
・空知川河川整備計画を変更し、防災連続盛土や排水路等の整
備を位置づけ（平成30年３月）

・危機管理型ハード対策を水害リスクが高い区間において実施
（平成27年度～）

・寒地土木研究所と連携し、『堤防決壊時に行う緊急対策工事
の効率化に向けた検討資料（案）』をとりまとめ
（平成30年３月）

３．避難の強化と避難体制の充実
・レベル２を対象とした豊平川総合水防演習を実施
（平成30年６月）

・各種タイムラインを作成し、訓練を実施（平成26年度～）
・プッシュ型洪水情報の配信対象エリアを拡大（平成30年５月）
・４河川を水位周知河川に指定、浸水想定区域図を公表
（平成29年度）

・『網走川大空地区河川防災ステーション』の整備に着手
（平成30年度）

４．支川や上流部等の治水対策
・流域の関係機関で構成される減災対策協議会を設置し、災害
リスク情報等を共有（平成27年度～）

・『十勝川流域砂防技術検討会』を設置し、土砂動態評価を検
討、とりまとめを公表（平成29年12月）

・寒地土木研究所において、『急流河川の大規模河岸侵食対策
技術に関する研究』に着手（平成29年度）

５．既存施設の評価及び有効活用
・雨竜川ダム再生事業の実施計画調査に着手（平成30年度）
・『釧路川堤防技術検討委員会』を設置し、堤防整備手法の検
討に着手（平成30年度）

６．許可工作物等への対応
・寒地土木研究所において、『大規模な河岸侵食やそれに伴う
橋梁被害などへの対応に貢献する研究』に着手（平成29年度）

７．生産空間の保全
・十勝川、常呂川、石狩川において、被災農地へ掘削土砂を運
搬・提供し農地の復旧を支援（平成28～30年度）
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治水事業の効果事例

平成30年７月２日からの大雨による洪水では、河道掘削により、石狩川（近文大橋地点）で約0.7mの
水位低減効果があったと想定される。仮に河道掘削を実施していなければ、計画高水位を超過し、堤防
が決壊するおそれがあった。もし堤防が決壊した場合は約200ha、4,400戸が浸水したと想定される。

■平成28年８月の台風第10号による洪水【金山ダム】

■平成30年７月の大雨による洪水【河道掘削（石狩川近文大橋付近）】

石狩川水系空知川の金山ダムでは、平成28年８月の台風第10号による降雨で既往最大の流入量を観測
した。本出水に対する防災操作の実施により、洪水を調整し下流河川の水位低減を図り、下流市街地に
おいて水位を約3.5ｍ低減させる効果があった。仮にダムを整備していなければ、計画高水位を超過し、
堤防が決壊するおそれがあった。

※数値等は速報値に基づく試算
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KP153

KP149

KP150

KP151

KP152

KP154

KP155

KP148

KP153

河道掘削を実施しなかった場合に想定される被害 想定浸水面積：約 200ha 浸水戸数：約 4,400戸
想定被害額：約 2,600億円 浸水区域内人口：約 9,000人
（KP154.6地点の堤防が決壊したと想定）

想定決

壊地点

Ａ

Ａ’

文

文

文 小中学校

老人

ホーム
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各種インフラ施設の老朽化対策
各種インフラ施設が有する機能を長期にわたって適切に確保するため、河川管理施設、
道路施設、港湾施設、空港施設、農業水利施設、治山施設、漁港施設等の各施設に応
じた点検及び計画的・効率的な維持管理を図り、適切な老朽化対策を推進する。

積雪寒冷地における維持管理技術の充実
積雪寒冷地である北海道特有の損傷・劣化等を踏まえた維持管理技術を開発・展開す
るとともに、地方自治体等への技術支援等を推進する。

災害発生時におけるきめ細やかな地域支援
自治体への災害対策用資機材の貸与、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊：リ
エゾン＊ ・専門家派遣を含む）の派遣、重大な土砂災害発生時における緊急調査、分
かりやすい防災情報提供等、災害時における地域支援を実施する。

西日本を中心とした豪雨（平成30年７月豪雨）における自治体への支援

TEC-FORCE派遣
（北海道開発局）

1,093人･日（うち中国地方整備局管内 837人･日
四国地方整備局管内 256人･日）

（平成30年７月25日時点延べ人数）

＊ リエゾン：現地情報連絡員のこと。重大な災害の発生または発生のおそれがある場合に情報収集等を目的として自治体等へ派遣する職員。

除雪現場の省力化による生産性・安全性の向上に関する取組

除雪機械の熟練オペレーターの減少等、除雪を取り巻く課題の解決
のため、産学官民が連携したプラットフォームにおいて、除雪現場
の省力化を目指し、準天頂衛星による自車位置把握等の実証実験を
行い、生産性・安全性向上の取組を推進

準天頂衛星

広島県広島市安佐北区河津川
河川被災調査

広島県三原市大和地区
地域住民からの被災状況確認

愛媛県宇和島市
市長への調査報告書手交
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 交通安全対策等の推進
事故データ、地域の声やビッグデータを活用した分析により、事故の危険性が高い区
間を抽出して重点的な対策を実施する事故ゼロプラン* を推進するとともに、高速道
路の暫定２車線区間については、正面衝突事故対策としてワイヤロープの設置を計画
的に推進する。
また、防災性の向上、良好な景観形成や観光振興の観点から無電柱化を推進する。

 北国の歴史的構造物の改良（稚内港、小樽港）
土木学会選奨土木遺産・北海道遺産である歴史的防波堤等を老朽化対策により機能を
確保しつつ、次世代への継承を図る。

 i-Constructionの推進

社会資本の着実な整備や道路除雪など的確な維持管理を行っていくため、建設現場や
除雪現場での効率化・省力化に向け、ＩＣＴの全面的な活用などi-Constructionを推
進し、生産性向上とともに建設産業の担い手確保を図る。

＊ 事故ゼロプラン：交通事故の危険性が高い区間である「事故危険区間」の交通事故対策の取組。

ＵＡＶ(ドローン)等を活用した
３次元測量

測量・設計図の３次元データ化

調査・測量、設計、施工、検査及び維持管理・更新のあらゆるプロセスにＩＣＴ等を取り入れることで
建設現場の生産性を向上

ＩＣＴ建設機械による施工

（現場の声）
・ ＩＣＴ建設機械の活用により丁張設置作業や法面整形時の補助作業員を省略することができ、かつ、

一度の整形作業で法面を仕上げることができるため大幅な工期短縮を図れた。
・ 濃霧等の悪条件の作業環境であっても安定した工程の維持や作業時間の削減、人員の削減、安全性の

向上、可視化面管理による品質･精度の向上など、ＩＣＴ技術活用の有効性を感じた。

（日勝峠の復旧作業におけるＩＣＴの有効活用による調査期間短縮の事例）

⇒従来の手法である実測（現地測量）では、約200日かかる作業を、ＩＣＴの有効活用により約30日に
短縮し、日勝峠の早期通行止め解除に貢献

ドローンによる空中写真撮影 ＳｆＭ（Structure from Motion）システムによる３Ｄデータモデルの作成

・ ドローンによる空中写真撮影を行うことで、被災箇所（個別）の状況を迅速に把握
・ 実機により撮影したビデオ映像から、Ｍｏｆｉｘ（ビデオ画像処理技術）を用いた連続モザイク写真

を作成し、短期間で被害の全貌を把握
・ 航空レーザー測量による現地測量作業の効率化、ＳｆＭ※ システムを用いた３Ｄデータモデル作成に

よる、被災状況（規模）の迅速な把握

北海道におけるi-Constructionの取組

事例：落橋被災した橋梁事例：道路崩壊箇所点群モデル

※ＳｆＭ：動画や静止画からカメラの撮影位置を推定し、三次元の形状を復元する技術。
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（参考１）北海道総合開発計画を推進するための行動の指針となる数値目標

目標設定の視点 数値目標
重点的に

取り組む事項

・現在、訪日外国人来道者の訪問先が道
央圏に集中しており、全道各地に誘導し
て、インバウンドによる経済効果を地方
部にまで波及

・世界的なブランド力を活かし、我が国の
「観光先進国」実現を北海道がリード
・政府目標 訪日外国人旅行者4,000万人
達成に貢献

・北海道の旅行需要は季節的に偏在して
おり、端境期の需要を創出して、観光関
連産業の振興に貢献

客室稼働率の季節較差

（季節平準）

1.4倍（H32年）
基準値：1.7倍（H27年）

来道外国人旅行者数

500万人（H32年）
基準値：190万人（H27年）

外国人宿泊客延数の
地方部割合（地域平準）

36%（H32年）
基準値：27%（H27年）

「観光先進国」

実現をリードす

る世界水準の

観光地の形成

・農林水産品の道内での加工促進等によ
り雇用・所得を創出し、生産空間を維持

・人口減少・高齢化の下でも、経営力を強
化し食料供給力を確保・向上

・世界的なブランド力を活かし、拡大が見
込まれる世界市場で新たな需要を開拓
・政府目標 農林水産品等輸出額１兆円
達成に貢献

農業産出額

12,000億円（H37年）
基準値：1１,110億円（H26年）

食料品製造業出荷額

22,000億円（H37年）
基準値：19,846億円（H26年）

道産食品輸出額

1,500億円（H37年）
基準値：663億円（H26年）

食料供給基地

と し て の

持続的発展

・「世界の北海道」に向けた価値の発掘と
創造
・食・観光や地域づくりの取組に寄与

・平成28年大雨災害を踏まえ、被害を最
小化するため、ハード対策とともにソフト
対策を重点的に実施

「世界の北海道」選定件数

100件（H37年度）
基準値：－（H27年）

防災体制を強化し、住民の意識
向上に取り組んだ市町村の割合

100%（H32年度）
基準値：－（H26年）

生
産
空
間
を
支
え
る
取
組

地域づくり

人 材 の 発

掘 ・ 育 成

強 靱 で 持

続 可 能 な

国土づくり

※ 数値目標については、社会経済情勢の変化や政策動向等を踏まえながら、フォローアップしていく中で、柔軟に見直しを行う。
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網走港

紋別港

釧路港

根室港

十勝港

苫小牧港

室蘭港

函館港

小樽港

石狩湾新港

留萌港

稚内港

稚内空港

利尻空港

礼文空港

紋別空港

女満別空港

中標津空港

釧路空港

帯広空港

旭川空港

札幌飛行場

奥尻空港

函館空港

新千歳空港

 （参考２）人流・物流ネットワークを支える基幹的な交通基盤の整備

新 幹 線（事業中区間）

凡 例

空港（国管理、特定地方管理、地方管理、共用）

高規格幹線道路(開通区間)

高規格幹線道路(事業 区中 間 )

高規格幹線道路(未事業区間)

在　来　線

新 幹 線（開通区間）

国 際 拠点 港 湾、重要 港湾

（平成30年8月)

（平成30･31年度新規開通区間）高規格幹線道路

※本開通等の見通しは、今後の予算状況や施工上の状況変化等により、変更する場合がある。

平成30年4月21日開通

日高自動車道

日高門別～日高厚賀　14km

平成31年度完了予定

新千歳空港国際線ターミナル
地域再編事業

平成30年度開通予定

北海道横断自動車道

余市～小樽　24km

平成30年度開通予定

国道38・44号

釧路東～釧路別保　7km

平成30年度供用予定

釧路港国際物流ターミナル

（NEXCO）

平成31年度開通予定

深川・留萌自動車道

留萌大和田～留萌　4km

平成31年度開通予定

国道44号

温根沼～根室　7km
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